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『
親
か
ら
子
へ 

子
か
ら
孫
へ 

語
り
伝
え
る 

大
切
な
こ
と
』 

 

去
る
令
和
元
年
十
月
十
日
（
木
）
大
阪
教
区
教
務
所
に
於
い
て
浄
土
宗
近
畿
地
方 

教
化
セ
ン
タ
ー
・
浄
土
宗
近
畿
地
区
児
童
教
化
連
盟
主
催
、
浄
土
宗
大
阪
教
区
・
教
化

団
後
援
、
浄
土
宗
大
阪
教
区
児
童
教
化
連
盟
担
当
に
て
研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

ま
ず
、
は
じ
め
に
浦
上
博
隆
浄
土
宗
近
畿
地
方
教
化
セ
ン
タ
ー
委
員
長
を
導
師
に

勤
行
、
続
い
て
宗
歌
「
つ
き
か
げ
」
斉
唱
し
、
児
童
教
化
連
盟
の
歌
「
輪
を
つ
く
ろ
う
」

唱
和
の
後
、
セ
ン
タ
ー
委
員
長
・
三
宅
明
信 

浄
土
宗
児
童
教
化
連
盟
理
事
長
の
お
二
人
よ
り
、 

ご
祝
辞
を
頂
戴
、
山
北
光
彦
大
阪
教
区
教
区
長 

よ
り
歓
迎
の
お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。 

 

 

 

浦上博隆浄土宗近畿地方教化センター委員長 

峯近高明近畿地区児童教化連盟理事長 

第
二
十
三
回
浄
土
宗
近
畿
地
区
児
童
教
化
連
盟
研
修
会 

開
催 
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研
修
②
『
か
た
り
の
世
界
』 

～
や
な
せ
た
か
し(

ア
ン
パ
ン
マ
ン
作
者
の)

物
語
～ 

 

タ
レ
ン
ト
・
芸
人
・
俳
優
山
田
雅
人
先
生 

  

ス
ポ
ー
ツ
選
手
、
映
画
、
人
物
、
名
勝
負
な
ど
、
先
生

が
自
ら
取
材
を
重
ね
、
人
々
の
知
ら
れ
ざ
る
軌
跡
や
人

間
ド
ラ
マ
の
感
動
を
マ
イ
ク
一
本
と
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト

一
つ
で
伝
え
る
落
語
で
も
、
漫
談
で
も
、
一
人
芝
居
で
も

な
い
独
自
の
話
芸
。
今
回
は
ア
ニ
メ
・
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の

作
者
や
な
せ
た
か
し
物
語
を
拝
聴
し
ま
し
た
。 

           

   

浄
土
宗
児
童
教
化
連
盟
理
事
長 

三
宅
明
信
上
人 

            

大
阪
教
区
教
区
長 

 
 

山
北
光
彦
上
人 

   

近
畿
地
区
児
童
教
化
連
盟
研
修
会 

研
修
①
『
私
の
歩
ん
だ
道
』 

 
 
 
 

～
見
え
な
い
か
ら
見
え
た
も
の
～ 

 

N

P

O
法
人
ヒ
カ
リ
カ
ナ
タ
基
金
理
事
長
・ 

社
会
福
祉
法
人
岡
山
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
理
事
長
・ 

社
会
福
祉
法
人
岡
山
県
視
覚
障
害
者
協
会
理
事
・ 

1

9

6

4
年
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
卓
球 

金
メ
ダ
リ
ス
ト
竹
内
昌
彦
先
生 

 

講
演
の
骨
子
：
視
覚
障
害
者
と
し
て
自
宅
で
の

生
活
で
困
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
無
い
一
方
、 

初
め
て
の
場
所
や
新
し
い
仕
事
に
慣
れ
る
ま
で

は
時
間
が
か
か
る
。
視
覚
障
害
者
か
ら
健
常
者
に

願
う
こ
と
は
、
街
頭
で
困
っ
て
い
る
視
覚
障
害
者

を
見
か
け
た
ら
「
何
か
お
手
伝
い
す
る
事
は
あ
り

ま
す
か
？
」
と
迷
わ
ず
声
を
か
け
て
欲
し
い
事
、

点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
上
に
は
自
転
車
や
障
害
物
な

ど
何
も
置
か
な
い
で
欲
し
い
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

今
で
は
全
国
各
地
で
見
か
け
る
点
字
ブ
ロ
ッ
ク

で
す
が
、
岡
山
市
の
県
立
盲
学
校
の
側
、
国
道
2

5

0
号
線
原
尾
島
交
差
点
に
1

9

6

7
年
3

月
1

8
日
に
初
め
て
設
置
さ
れ
、
今
や
世
界
各

国
に
も
広
が
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。 

 

 

 

 
山田雅人先生 

 

 

竹内昌彦先生 
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近
畿
地
区
児
教
連
副
理
事
長
羽
田
雅
法
よ
り 

閉
会
の
辞
の
後
、
近
隣
の
料
理
店
「
天
王
殿
」
に
場
を

移
し
懇
親
会
を
催
し
ま
し
た
。
は
じ
め
に
大
阪
教
区

教
化
団
長
中
山
正
則
上
人
よ
り
乾
杯
の
ご
挨
拶
を
頂

戴
、
続
い
て
大
阪
教
区
西
清
堀
組
、
念
仏
寺
住
職
・
元

高
校
化
学
教
諭
西
田
哲
也
上
人
よ
り
清
興
と
し
て

『
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
き
た
い
簡
単
な
化
学
実

験
と
仏
教
的
意
味
』
と
題
し
、
数
々
の
興
味
深
い
実
験

を
ご
披
露
頂
き
ま
し
た
。 

     

 

参
加
者 

久
米
秀
慶 

 

間
宮
寿
史 

 

蓮
見
昌
寛 

 

静
永
秀
明 

 

渓
恒
雄 

 
 

奥
村
顕
真 

 

佐
々
木
昭
道 

伴
典
昭 

 
 

伴
宣
紀 

 

佐
藤
龍
親 

 

小
幡
俊
成 
 

稲
岡
憲
雄 

木
上
豊
彦 

 

松
谷
光
悦 

 

中
村
勝
胤 

坊
城
慶
史 

 

杉
森
俊
和 

 

安
田
文
岳 

堀
口
晃
裕 

 

吉
川
愼
隆 

 

神
谷
俊
英 

福
井
浄
堂 
 

田
原
俊
幸 

 

小
上
泰
信 

江
川
真
司 

 

榎
本
了
示 

 

浦
上
博
隆 

柴
田
雅
章 

 

芳
川
隆
哉 

 

池
上
善
哉 

福
田
典
弘 

 

山
口
明
浩 

 

河
原
弘
道 

市
橋
普
信 

 

峯
近
高
明 

 

神
田
眞
照 

佐
々
木
昌
道 

末
高
隆
玄 

 

西
成
隆
春 

金
澤
郷
司 

 

深
田
真
正 

 

西
田
哲
也 

中
山
正
則 

 

岩
﨑
浩
基 

 

静
永
慎
介 

石
畠
俊
彦 

 

矢
野
宗
真 

 

奥
村
倫
生 

足
立
久
艦 

  

児
玉
康
典 

 

田
中
堅
信 

川
久
保
幸
則 
藤
田
善
史 

 

永
井
竜
也 

吉
田
兼
行 

 
山
北
光
彦 

二
本
松
真
澄 

羽
田
雅
法 

 

静
永
真
徳 

 

神
田
隆
司 

金
冨
法
隆 

 

杉
森
隆
志 

 

松
本
兼
典 

大
﨑
信
久 

 

石
原
成
昭 

 
野
田
善
悟 

三
宅
紀
道 

 

常
磐
木
宏
仁 
中
村
眞
英 

三
宅
明
信 

 

寺
庭
婦
人
6
名 

  

 

 

 

■
第
四
十
四
回
全
国
研
修
会 

担
当
・
三
河
教
区 

第
四
十
八
回
東
海
地
区
児
童
教
化
連
盟
・ 

保
育
協
会
研
修
会 

併
修 

コ
ド
モ
☆
イ
ノ
チ 

 

～
子
ど
も
を
共
に
育
て
よ
う
～ 

日 

時 

令
和
元
年
8
月
31
日
～
9
月
1
日 

会 

場 

ホ
テ
ル
ア
ー
ク
リ
ッ
シ
ュ
豊
橋 

講
演
① 

『
や
っ
ぱ
り
楽
し
い
幼
稚
園
教
諭
・
保
育
士
』 

講
師 

関
山
浩
司
先
生 

社
会
保
険
労
務
士
事
務
所
こ
ど
も
の
そ
ら
舎
代
表 

講
演
② 

『
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』 

講
師 

関
山
浩
司
先
生 

講
演
③ 

『
見
た
こ
と
も
な
い
ピ
ア
ニ
カ
の
世
界
』 

講
師 

ミ
ッ
チ
ュ
リ
ー
先
生 

サ
ウ
ン
ド
ポ
ケ
ッ
ト
代
表 

ピ
ア
ニ
カ
の
魔
術
師 

   
 浄

土
宗
児
童
教
化
連
盟
活
動
報
告 

 

 

西田哲也上人 
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講
演
④ 

『
写
仏
し
て
み
よ
う 

～
仏
像
の
魅
力
～
』 

講
師 

田
中
ひ
ろ
み
先
生 

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
＆
文
筆
家 

  

参
加
者 

久
米
秀
慶 

北
崎
裕
章 
蓮
見
昌
寛 

静
永
秀
明 

渓 

恒
雄 

牧
野
祐
貴
子 
齋
藤
智
子 

稲
岡
憲
雄 

大
子
法
顯 

中
村
勝
胤 

石
畠
俊
彦 

柴
田
雅
章 

柴
田
恵
美 

 

市
橋
普
信 

 
 

  

■
第
三
十
六
回
指
導
者
講
習
会 

コ
ド
モ
☆
イ
ノ
チ 

～
子
ど
も
を
共
に
育
て
よ
う
～ 

日 

時 

令
和
二
年
二
月
四
日
～
五
日 

会 

場 

浄
土
宗
教
化
研
修
会
館(

源
光
院) 

講
習
① 

『
む
つ
み
あ
う
心
の
声
コ
ン
サ
ー
ト
』 

～
歌
う
っ
て
楽
し
い
よ
～ 

講
師 

湯
浅 

契
先
生 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

北
村
有
縁
先
生 

講
習
② 

『
あ
な
た
も
マ
ジ
シ
ャ
ン
に
な
れ
る
』 

～
簡
単
マ
ジ
ッ
ク
～ 

講
師 

プ
ー
ド
ル
雅
子
先
生 

P

i

e

r

o

n
先
生 

笑
子
先
生 

講
習
③ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

『
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
』 

講
師 

三
宅
明
信 

理
事
長 

 

講
習
④ 

『
？
？
』 

～
何
か
を
作
ろ
う
～ 

講
師 

石
畠
俊
彦
上
人 

 

参
加
者 

久
米
秀
慶 

 

蓮
見
昌
寛 

 

静
永
秀
明 

 

渓
恒
雄 

佐
々
木
昭
道 

青
山
弘
美 

勅
使
河
原
美
代
子 

稲
岡
憲
雄 

福
井
純
史 

福
井
睦 

 

中
村
勝
胤 

安
田
文
岳 

吉
川
愼
隆 

神
谷
俊
英 

田
原
俊
幸 

江
川
真
司 

神
田
眞
照 

石
畠
俊
彦 

柴
田
雅
章 

柴
田
恵
美 

山
口
明
浩
市 

河
原
弘
道 

福
田
典
弘 

市
橋
普
信 

峯
近
高
明 

 

 
 

   

令
和
元
年
度
近
畿
地
区
児
童
教
化
連
盟 

第
23
回
総
会
・
研
修
会 

日 

時 

令
和
2
年
5
月
21
日(

木)

※
予
定 

会 

場 

京
都
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ 

 

第
24
回
近
畿
地
区
研
修
会
（
滋
賀
教
区
担
当
） 

日 

程 

令
和
2
年
10
月
7
日
（
水
） 

会 

場 

ホ
テ
ル
ボ
ス
ト
ン
プ
ラ
ザ
草
津 

詳 

細 

未
定 

第
45
回
浄
土
宗
児
童
教
化
連
盟
全
国
研
修
会 

日 

程 

令
和
2
年
9
月
7
日
（
月
）
～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

8
日
（
火
） 

会 

場 

芝 

増
上
寺 

詳 

細 

未
定 

 

第
37
回
浄
土
宗
児
童
教
化
連
盟
指
導
者
講
習
会 

日 

程 
 

令
和
3
年
2
月
4
日
（
木
）
～ 

5
日
（
金
） 

会 

場 
 

浄
土
宗
教
化
研
修
会
館
（
源
光
院
） 

詳 

細 

未
定 

      

編 

集 

後 

記 

兎
に
も
角
に
も
三
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
最
後

ま
で
手
探
り
状
態
の
い
た
ら
ぬ
事
ば
か
り

の
執
行
部
で
す
が
、
今
後
と
も
会
員
諸
師
の

ご
指
導
ご
協
力
を
切
に
願
い
ま
す
。(

市) 

 

今
後
の
予
定
行
事 

 


